
1. 

オフセットの入力方法
　本機の出荷された状態はこて先IDモードなので、オフセットモードに
切り替える時は下記の手順に従ってください。

MODEL
FM-2022

または
電源OFF

カード挿入

押しながら電源ON
と ボタンを こて先ID値が

表示される ボタンを押す
または

ボタン
を押す

本体に入っている
設定値が表示される

2. こて先温度のオフセット 
(例1)　設定温度が400℃で、測定器のこて先温度が410℃の場合
　　　 設定温度との差は-10℃(10℃下げる)であるので、-10℃を入力する。

　　ボタンを一度押す

　　ボタンを一度押す

　　ボタンを一度押す

　　または　　ボタンを押す

　　または　　ボタンを押す

カード挿入
温度を400°Cに設定する。

ボタンを１秒以上押す

a. カードをカード差し込み口に差し込む。
　温度設定モードに入ります。
　温度を400℃に設定します。
　　を押して決定します。
b. 　ボタンを押す。
　オフセット入力モードに入ります。
c. こて先温度が安定するのを待ち、
　こて先温度計で計ります。

d. こて先温度と設定温度の差を入力します。

注意
オフセット入力モード時(点滅している時)は、表示されている
数値に関係なく、こて先温度はオフセット値が既存のオフセット
値で制御されます。

3. MODEL FM-2022とMODEL FM-2023の場合はこて先の片側のみ測定し、上記の
   １と２の手順で行なってください。但し、1.の設定は1回設定するとこて側に関係
   なく使用することができます。こて交換毎の設定は不要です。 
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※こて先ID値が0の場合です。

MODEL
FM-2023

ボタン
を押す

ボタン
を押す

1. 

オフセットの入力方法
　本機の出荷された状態はこて先IDモードなので、オフセットモードに
切り替える時は下記の手順に従ってください。

MODEL
FM-2022

または
電源OFF

カード挿入

押しながら電源ON
と ボタンを こて先ID値が

表示される ボタンを押す
または

ボタン
を押す

本体に入っている
設定値が表示される

2. こて先温度のオフセット 
(例1)　設定温度が400℃で、測定器のこて先温度が410℃の場合
　　　 設定温度との差は-10℃(10℃下げる)であるので、-10℃を入力する。

　　ボタンを一度押す

　　ボタンを一度押す

　　ボタンを一度押す

　　または　　ボタンを押す

　　または　　ボタンを押す

カード挿入
温度を400°Cに設定する。

ボタンを１秒以上押す

a. カードをカード差し込み口に差し込む。
　温度設定モードに入ります。
　温度を400℃に設定します。
　　を押して決定します。
b. 　ボタンを押す。
　オフセット入力モードに入ります。
c. こて先温度が安定するのを待ち、
　こて先温度計で計ります。

d. こて先温度と設定温度の差を入力します。

注意
オフセット入力モード時(点滅している時)は、表示されている
数値に関係なく、こて先温度はオフセット値が既存のオフセット
値で制御されます。

3. MODEL FM-2022とMODEL FM-2023の場合はこて先の片側のみ測定し、上記の
   １と２の手順で行なってください。但し、1.の設定は1回設定するとこて側に関係
   なく使用することができます。こて交換毎の設定は不要です。 
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※こて先ID値が0の場合です。

MODEL
FM-2023

ボタン
を押す

ボタン
を押す


